
 ・相談内容や支援方法に応じて、専門的な助言・援助を受けられるよう臨床心

理士やスクールカウンセラー、教育相談員との連携に努める。 
・スクールソーシャルワーカーを活用し、相談機関・医療機関等と連携を図る。

 10 体 育 ・ 
　 保健体育

○運動の特性や魅力を味わわせ、健やかな体と豊かな心を持った児童生徒の育

成に努める。 
・児童生徒の実態に即した２学年間や小・中学校９年間を見通した指導計画、

指導方法の工夫を図る。 
・体育の施設、設備や体育活動の安全に留意し、事故防止に努める。 
・体力向上推進委員会の活動の充実に努め、体力向上の啓発活動を充実する。

 11 健康教育 
 
( 1 )学校保健

○生涯にわたって心身ともに健康で安全な生活を主体的に実践できる児童生徒

を育成する。 
○心身ともに健康で安全な生活を主体的に実践する態度の育成に努める。 
・健康の大切さを認識し、生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、改善して

いく資質・能力を育む。 
・保護者や関係者等と連携しながら、感染症予防に関する指導、性に関する指

導、喫煙・飲酒・薬物乱用防止等の指導や心の健康について、養護教諭や警

察等の関係機関と連携した指導に務める。

 ( 2 )学校安全 ○自他の生命を尊重し、自ら安全な生活を営むとともに、他者の安全にも配慮

することができる児童生徒の育成に努める。 
・日常生活における安全指導と安全管理に努め、的確な判断による安全行動の

習慣化を図る。 
・家庭・地域社会・関係機関等と十分連携し、地域の特性を生かした地域ぐる

みの安全教育を推進する。

 ( 3 )防災教育 ○防災に対する知識と意識の向上を図り、的確な判断のもとに安全に行動でき

る児童生徒の育成に努める。 
・防災マニュアルを見直し、家庭や地域社会と連携した防災教育を推進する。

 (4)学校におけ

る食育

○食に対する正しい知識と望ましい食習慣を身に付け、生涯にわたって健やか

な心身と豊かな人間性を育んでいくための基礎を培うとともに、給食活動を

とおして好ましい人間関係の育成に努める。 
・学校給食の管理・運営・指導体制を備するとともに、家庭と連携し、一層望

ましい給食活動を推進する。 
・児童生徒や学校・地域の実態及び食に関する指導の生きた教材として学校給

食の意義、役割を踏まえた指導計画の作成や、栄養教諭・栄養職員と連携し

た実践に努める。 
○家庭・地域社会との連携により、食育の充実を図る。

 12 人権教育 〇人権意識の高揚を図り、人権についての正しい理解を深め、様々な人権問題

を解決しようとする児童生徒の育成に努める。 
・各学校の人権課題を明確にし、児童生徒の発達段階に即して、全教育活動を

通じて人権の大切さを考える機会を充実させ、人権問題の解消に向けて行動

できる人間の育成を図る。 
・人権教育に関する教職員への研修を充実するとともに、校内において人権に

関する研修や教育相談体制の整備に努め、地域との連携等を通じて推進を図

る。 
・部落差別をなくすことのできる児童生徒を育成するため、人権尊重の教育の

徹底を図り、児童生徒の発達段階に即した同和問題の正しい理解を図る。 
・人権感覚育成プログラムを活用し、他者の痛みを共感できる豊かな人間性を

醸成する。

 13 特別支援 
   教 育

○一人一人の教育的ニーズに応じた適切な教育を推進する。 
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 ・特別支援教育全体計画を作成し、全体の教育活動における特別支援教育の位

置づけを明確にし、管理職のリーダーシップの下、特別支援教育コーディネ

ーター等を中心とした組織的、計画的な指導・支援に努める。 
・通常の学級に在籍する障害等のある児童生徒については、障害に配慮した指

導に努めるとともに、児童生徒の実態に応じて、特別支援学級の弾力的な運

用や通級による指導等を進める。 
・指導に当たっては、児童生徒一人一人の障害の状態及び特性等に応じて、個

別の指導計画を作成するとともに、特別の教育課程を編成し、決め細やかな

指導を行う。 
・支援籍学習や交流及び共同学習の推進を図り、一人一人の違いを認め合える

共生社会の形成に向けた特別支援教育の推進に努める。

 14 国際理解 
　 教 育

○国際社会の一員として主体性をもって積極的に役割を果たすことのできる人

材育成のための具体的目標を設定し、計画的・系統的な指導の実現に努める。 
・児童生徒の発達段階や各教科、特別の教科　道徳、外国語活動、特別活動、

総合的な学習の時間等の特質に応じた適切な指導に努める。 
・「外国語授業改善ブックレット」を活用し、教員の指導力向上を図る。 
・ＡＬＴ（外国語指導助手）の効果的な活用を図り、コミュニケーション能力

の育成・異文化理解に努める。 
・国際社会において、相手の立場を尊重しつつ、自分の考えや意思を表現でき

る力を育成するために、表現力等のコミュニケーション能力の向上を図る。

 15 教 育 の 
　 情 報 化

○児童生徒の発達の段階を考慮し、情報活用能力（情報モラル含む）等の学習

の基盤となる資質・能力を育成できるよう、各教科の特質を生かし、教科横

断的な視点から教育課程の編成を図るとともに教育内容の質の向上に向けた

指導の充実を図る。 
・小学校では、情報手段の基本的な操作を習得するための学習活動や、プログ

ラミングを体験しながら論理的思考力を身に付けるための学習活動を、各教

科の特質に応じて計画的に実施する。 
・中学校では、各教科の特質に応じて ICT を活用した学習活動を計画的に実施

するとともに、技術・家庭科（技術分野）「情報の技術」を中心とした学習の

充実を図る。 
・学習活動において、情報手段を適切に用いて情報を得たり、情報を整理・比

較したり、得た情報をわかりやすく発信・伝達したり、必要に応じて保存・

共有したりする力を適切に働かせて育成する。 
・各教科の関連を踏まえ、ICT を活用した学習活動の充実を図るとともに、児

童生徒の実態や各種調査等の結果に基づき、指導の改善を図る。

 16 環境教育 ○環境問題に気付き、環境を守るために主体的に行動する態度や資質・能力の

育成に努める。 
・ESD の視点を踏まえ、全体計画及び学習内容や学習活動を具体的に位置付け

た年間指導計画を作成し、児童生徒の主体的に行動できる実践的な態度や資

質・能力の育成に努める。 
・小・中学校の教育課程(総合的な学習の時間等)に環境保全の視点から学習計画

を立て、環境教育の実践に努める。 
・緑の少年団活動等、児童生徒が環境保全の活動を体験的に学び、主体的に活

動する意欲を高めるとともに、関係機関との連携に努める。

 17ボランティア 
福祉教育

○福祉体験活動等を通して社会の構成員としての自覚を深め、人権尊重の精神

を基盤として互いに支え合い、豊かに生きようとする態度を育成するととも

に、望ましい労働観・職業観の育成や社会奉仕の精神の涵養に努める。 
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 ・ボランティア・福祉教育の意義を全教職員が理解し、教育課程全体の中に明

確に位置付けるとともに、家庭や地域、関係機関、社会福祉施設などとの連

携を図った教育活動の推進に努める。 
・児童生徒や学校の実態を踏まえ、発達段階に即した体験学習を各教科、総合

的な学習の時間及び特別活動等において計画的に推進するとともに、ねらい

を明確にした活動を通して、規範意識や思いやりの心を育成する。

 18 男女平等 
　 教 育

○男女共同参画社会の実現へ向け、自発的に実践する男女平等意識の高揚に努

める。 
・教育活動全体を男女共同参画の視点から見直し、発達段階に応じた指導の工

夫・改善に取り組む。 
・家庭や地域社会との連携を図り、個性を尊重し互いに理解し協力していく態

度を育てる。

 19 学 校 
　 図 書 館 
　 教 育

○学校図書館の利用に必要な基礎的な知識や方法の習得及び自発的な学習態度

を育成する。 
・各教科においては、図書、新聞、視聴覚資料等を利活用した学習を通して、

児童生徒の「思考力、判断力、表現力等」を育む授業の充実に努める。 
・学校図書館の整備、充実を図り、教育活動全体を通した計画的な読書指導の

推進に努める。 
・学校図書館の運営に当たっては、司書教諭と学校司書等が協働し、全教職員

の共通理解に基づく協力体制の確立に努める。

 20 交流及び 
　 共同学習

○共生社会の形成を目指した教育の推進に努める。 
・障害のある児童生徒と障害のない児童生徒が、共に学び、互いに触れ合うこ

とをとおして、同じ仲間として共生社会を形成する一員であるという意識を

育てる。 
・障害のある児童生徒が学校や学級以外でも「同じ学校・同じ学級の子ども」

として学習活動を行うことができる支援籍学習の推進を図り、一人一人の違

いを認め合える共生社会の形成を目指した教育の推進に努める。

 21 小規模校 
教 育

○小規模、複式形態等のよさを生かした特色ある学校づくりに努める。 
・複式学級や少人数学級での指導に当たっては、児童生徒一人一人のよさや可

能性を多面的に理解し、個に応じたきめ細かな指導の充実を図る。 
・多様な体験活動を取り入れながら、家庭や地域社会と連携し、特色ある教育

活動を推進する。 
・児童生徒がより広い視野に立って心豊かに主体的に生きていく力を育むこと

ができるよう指導計画を作成する。その際、思考力、判断力、表現力等を伸

ばすことや社会性を培うことなど指導の重点化を図る。

 22 主 権 者 
　 教 育

○現代社会の諸課題を見い出し、協働的に追求し解決（合意形成・意志決定）

する力を育成する。 
・論理的思考力（特に根拠をもって主張し、他者を説得する力）を養う。 
・現代社会の諸課題について、事実を基に多面的・多角的に考察する力を養う。 
・社会で起きている事柄（現実の社会的事象）に、興味・関心をもち、主体的

に参画しようとする力を養う。
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令和 8 年度　県・市等研究委嘱校及び各校の研究主題一覧 

 
学　校　名 委　嘱　の　種　類 研　　究　　主　　題

 
秩 父 第 一 
小 学 校

校内研究委嘱（秩父市教委）

授業力向上による分かりやすい授業の実現 

～自分の考えを表現する児童の育成を目指

して～

 
花 の 木 
小 学 校

校内研究委嘱（秩父市教委）

「主体的・対話的で深い学び」をめざす授

業展開の工夫　　 

～対話をとおして学びをつなぎ、共に高め

合う授業づくりをめざして～

 

西 小 学 校 校内研究委嘱（秩父市教委）

未来を拓くための確かな学力と自立する力

を身に付けた児童の育成 

～ひとりひとりの個性とチーム西小の組織

力をいかして～

 

南 小 学 校 校内研究委嘱（秩父市教委）

確かな学力を身につけ、主体的に学び合え

る授業展開の工夫 

～自ら考え、自分の言葉で表現できる児童

の育成～

 
尾 田 蒔 
小 学 校

校内研究委嘱（秩父市教委） 
研究委嘱校（埼玉県算数数学

教育研究会）

自分の考えを表現し、共に学び合う児童の

育成 

～算数科における個に応じた指導と学び合

いの充実～

 
原 谷 
小 学 校

校内研究委嘱（秩父市教委） 
豊かな心や健やかな体を育む

教育の推進（秩父地区教委連）

国語科・算数科における豊かな表現力の育

成 

～基礎学力の活用と自己肯定感の向上をと

おして～

 
久 那 
小 学 校

校内研究委嘱（秩父市教委） 
地域学校協働活動の推進に関

する研究委嘱（埼玉県教委）

確かな読みをもとに、主体的に表現する力

を育てる指導方法の工夫 

～「振り返り」に重点をおいた指導をとお

して～

 
高 篠 
小 学 校

校内研究委嘱（秩父市教委）
主体的な学びをとおして確かな学力を身に

付ける学習指導の工夫

 
大 田 
小 学 校

校内研究委嘱（秩父市教委）

確かな学力を身につけ、主体的に学び合え

る学習指導・学級経営 

～算数科の指導を中心に～

 
影 森 
小 学 校

 
校内研究委嘱（秩父市教委） 

児童の読解力・表現力の向上を目指した学

習指導に関する研究 

～児童同士が豊かに伝え合う国語科授業づ

くりを中心に～

 
吉 田 
小 学 校

校内研究委嘱（秩父市教委）

根拠をもとに自分の考えを表現できる児童

の育成 

～国語科を中心とした読解と表現の充実を

とおして～

 
荒 川 東 
小 学 校

校内研究委嘱（秩父市教委） 
小学校体育授業研究校委嘱

（県教委兼小体連）

運動好きで、心も体もたくましい児童の育

成 

～資質・能力の３つの柱をバランスよく育

む体育学習を目指して～
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荒 川 西 
小 学 校

校内研究委嘱（秩父市教委）

主体的に学ぶ児童の育成 

～個別最適な学び・協働的な学びの実現を目

指して～

 
学　校　名 委　嘱　の　種　類 研　　究　　主　　題

 
秩 父 第 一 
中 学 校

校内研究委嘱（秩父市教委）

話合い活動による生徒一人一人が輝く学校を

目指して 

～学級会を中心とした生徒の可能性を引き出

す学級経営～

 
秩 父 第 二 
中 学 校

校内研究委嘱（秩父市教委）

魅力ある学校づくり 

～わかる授業の実践とキャリア教育の充実を

とおして～

 
尾 田 蒔 
中 学 校

校内研究委嘱（秩父市教委）
誰もが取り組める家庭学習 

～自立した学習者を育てるために～

 
高 篠 
中 学 校

校内研究委嘱（秩父市教委）

自ら考え、学び合う集団を目指して 

～全員リーダー活動の充実と思考・表現を深

める学習指導の展開～

 
大 田 
中 学 校

校内研究委嘱（秩父市教委）
個に応じた指導の工夫 

～生徒の意欲を向上させるために～

 
影 森 
中 学 校

校内研究委嘱（秩父市教委） 
伝統文化の継承活動の推進

（秩父地区教委連）

生徒を主体とした学びの場の創造 

～生徒理解と学力の向上を目指して～

 
吉 田 
中 学 校

校内研究委嘱（秩父市教委） 
学力調査結果を活用した重点

支援事業実施校（埼玉県教委）

自己調整力を発揮し、学力向上を実現する生

徒の育成 

～小・中連携による自学の確立と授業改善を

とおして～

 
荒 川 
中 学 校

校内研究委嘱（秩父市教委）

学力向上を目指して 

～自ら学びを調整し、共に高め合う生徒の育

成～
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特　別　支　援　教　育 

 
 

1　特別支援学級の設置 

　　軽度な障害のある児童・生徒のために、小・中学校には、次の特別支援学級が設置され

ている。 
○知的障害学級　○自閉症・情緒障害学級　○肢体不自由学級　○病弱・身体虚弱学級 
○難聴学級　　　○弱視学級 

　　これらの学級では、基本的には小学校や中学校の学習指導要領にそった教育が行われ

ているが、児童・生徒の障害の状態や発達段階等に応じて特別な教育課程できめ細やかな

配慮のもとに指導が行われている。 
 
 
○小学校（13 校中 12 校に 42 学級） 

 

 
○中学校（8 校中 8 校に 20 学級） 

 
  

2　通級による指導 

　　言語障害、難聴、LD、ADHD 等の児童に対して、通常の学級に在籍しながら、一人一

人の障害に応じた特別の指導を特別な場（通級指導教室）で行っている。 
秩父市には、秩父第一小学校に「言語・難聴通級指導教室」、花の木小学校、西小学校、

原谷小学校に「発達障害・情緒障害通級指導教室」、原谷小学校に「日本語指導通級指導

教室」が設置されている。 

 
秩父第一小 花の木小 西小 南小 尾田蒔小 原谷小 久那小

 
知的 

自閉・情緒 

身虚

知的 

自閉・情緒

知的 

自閉・情緒 

身虚 

難聴

知的 

自閉・情緒 

身虚

知的 

自閉・情緒

知的 

自閉・情緒 

肢体 

身虚

知的 

自閉・情緒

 
高篠小 大田小 影森小 吉田小 荒川東小 荒川西小

 知的 

自閉・情緒 

弱視

知的 

自閉・情緒

知的 

自閉・情緒 

身虚

知的 

自閉・情緒

知的 

自閉・情緒 

身虚

 
秩父第一中 秩父第二中 尾田蒔中 高篠中

 知的 
自閉・情緒 

身虚

知的 
自閉・情緒

知的 
自閉・情緒 

身虚

知的 
自閉・情緒 

肢体

 
大田中 影森中 吉田中 荒川中

 
知的

知的 
自閉・情緒

知的 
自閉・情緒

知的 
自閉・情緒
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3　就学相談 

(1)秩父市障害児就学支援委員会 
特別支援教育の充実及び振興を図るため、秩父市障害児就学支援委員会条例に基づき、

秩父市障害児就学支援委員会が設置されている。 
 
(2)定期就学相談 

小学校に入学予定の幼児を対象とした、秩父市教育委員会の主催による定期就学相談を

通年実施している。 
 
 

4　特別支援教育 

(1)校内の特別支援教育体制の整備 

LD、ADHD、高機能自閉症等と思われる児童生徒の理解と支援に努める。 
 
(2)校内委員会の設置 

特別な教育的ニーズに応じた支援・指導についてチームで検討するために校内委員会を

設置する。 
　・特別な教育的支援が必要な児童生徒への早期の気付き 
　・実態把握と学級担任等の指導、支援、方策の検討・立案・実施 
　・校内関係者や保護者、関係機関との連携による個別の教育支援計画や個別の指導計画の

立案・作成 
　・全教職員への共通理解と校内研修の実施 
   
(3)特別支援教育コーディネーター 

学校内の関係者や外部の関係機関との連絡調整役、担任への支援、校内委員会の運営や

推進役としての役割を果たす。 
児童生徒の能力や可能性を最大限に伸ばしていくために、特別支援専門家チーム、巡回

相談員、特別支援学校、医療、福祉等の連携に努める。 
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学　童　保　育 

 

1　秩父市立学童保育室 

　学童保育室とは、児童の保護者が労働等により昼間家庭にいない場合に、授業の終了

した放課後及び春・夏・冬休み、土曜日等の学校休業日に家庭に代わる生活の場を確保

し、適切な遊びや指導を行い、児童の健全育成を行う施設である。 
 
(1)対象児童 

小学校の児童で、次のいずれかに該当する場合。 

○　保護者の労働などにより、昼間の時間に常時家庭が留守で、児童の保育ができ

ない場合 

○　保護者が疾病などにより、児童の保育ができない場合 

○　保護者が家族の介護等により、児童の保育ができない場合 

○　その他の理由により、保護者が児童の保育ができない場合 

 

(2)保育時間 

　　学校の授業日　　　放課後から午後 6時 45分まで 

　　学校の休業日等　　午前 7時 45 分から午後 6時 45分まで 

 

(3)休室日 

　　日曜日・祝日・年末年始・伝統文化に親しむ日 

　　その他災害などにより臨時に休室する場合 

 

(4)保育料 

　　一人月額 4,200 円 

 

 

2　放課後児童健全育成委託事業 

　　放課後児童健全育成事業を、民営学童クラブに委託している。 

　　○原谷学童クラブ　　　　　(秩父市大野原 2966） 

　　○原谷第三学童クラブ　　　(秩父市大野原 2788 - 4) 

　　○かみたのキッズクラブ　 （秩父市荒川上田野 994‐15） 

　　○こもれびキッズクラブ　 （秩父市上影森 130‐6） 

    ○大畑アフタースクール　　(秩父市大畑町 4‐64) 

　　○寺子屋十三番本園　　　 （秩父市下宮地町 17‐6） 

　　○寺子屋十三番分園　　　 （秩父市東町 26‐7） 

 

3　私立学童保育室保育料補助 

　　市立学童保育室と市内の私立学童保育室の公平性を図るため、私立学童保育室を利用

した児童の保護者に対し、市立学童保育室の月額保育料との差額(2,300 円限度)を補助

している。 
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秩父市の目指す学童保育室運営方針 

 

1　運営方針 

(1) 学童が健康・安全・安心に活動し、保護者から信頼される保育に努める。 

　　　学童保育室では、全ての学童が健康・安全で、安心して過ごせることが最も基本で

ある。したがって、学童の「健康・安全・安心」を最も大切にした保育に努める。 

(2) 学童保育室で生活する楽しさや喜びを学童が感じとれる保育に努める。 

　　　放課後から帰宅するまでの間、学童保育室は学童にとって貴重な生活の場である。

したがって、ここに通う学童が「あぁ、面白かった！」「楽しかった！」と心から感じ

る保育に努める。 

(3) 優しい心と規律ある態度を育む保育に努める。 

　　　年齢や生活体験の異なる学童が一緒に生活を送るのが学童保育室である。したがっ

て、自分や他人を大切にする優しい心を育むとともに規律ある態度を育てる保育に努

める。 

(4) 学習や読書活動等を適切に取り入れ、学習習慣の形成に努める。 

　　　学童にとって学習習慣を身につけることは重要である。帰宅までの生活時間の中に

学習時間を位置づけ、学童が集中して宿題を中心とした学習に取り組める環境を整え、

学習を含めた保育に努める。 

(5) 学童保育だからこそできる異年齢集団生活のよさが実感できる保育に努める。 

　　　同学年だけでなく、異学年の友達と一緒に遊んだり、体験活動をしたりする中で、

異年齢を含めた集団生活のよさを実感させる保育に努める。 

(6) 整理整頓や清掃がなされ常に衛生的な保育環境の維持向上に努める。 

　　　清掃がなされている学童保育室は、衛生と健康に配慮している証であり、学童の心

が整うとともに、安心して生活するための基本的な配慮事項である。 

(7) 学童の安全を守る意識で定期的に施設等の安全点検を行い事故防止に努める。 

　　  安全点検の視点を定め、学童の安全を常に守る意識で点検をし、危険個所について

は速やかに修繕等をするとともに、学童への安全指導を行い、安全な環境づくりと事

故防止に努める。 

(8) 学童の人権を大切にし、家庭との密接な連携を深めた保育に努める。 

　　  学童の人権を大切にすることは、保育の基本である。学童一人一人を理解し、寄り

添った保育を進め、保護者とともに学童の健全育成を図る保育を進める。 

(9) 学校・関係機関・地域との連携を深めた保育に努める。 

　　  学童一人一人の健全育成を図ることは、学童保育室だけでできるものではない。学

童を取り巻く様々な課題を把握し、学校・関係機関・地域との連携・協力を深めて、

より効果的な学童保育に努める。 

(10) 職員が使命感をもち、資質の向上とチーム力の向上を図り、効果的な保育に努める。 

　　　学童の健全育成のためには、職員が指導員としての使命感をもち、自らの資質の向

上を図るとともに、職員同士が認め合い、協力し合い、チームとして団結して保育に

あたることが重要である。 

 

 保護者が昼間留守家庭等の学童に、家庭に代わる生活の場を確保し、 
適切な遊びや指導を行うことにより、その健全な育成を図る。
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2　保育目標 

 
 
 

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 
 

 
子ども理解を深め、子ども一人一人に寄り添った保育を充実させる

 安心・安全な 
生活環境づくり

子ども一人一人へ 
の丁寧な指導援助

指導員の資質と 
チーム力の向上

家庭との連携を 
深めた育成支援

  
・施設・設備、備品

等の充実と安全

管理 
（安全点検と修繕） 
 
・清潔な保育環境づ

くり 
（清掃、衛生管理） 
 
・整理整頓と使いや

すい保育室づくり 
 
・安全、危機管理体

制づくり 
 （安全計画、危機

管理マニュアル

の共通理解と行

動） 

 
・子ども理解の徹底 
（発達の特徴と見

通しをもたせた生

活づくり） 
 
・子どもの実態に応　

じた温かい関わり 
（声かけ・見守り・　

個別援助、体罰根　

絶） 
 
・子どもの人権に配　

慮した指導援助 
（さん・君・ちゃん　

の呼名、共感的理　

解、いじめ・児童　

虐待への対応）

 
・学童保育に対する

使命感・豊かな人

間性・指導力の向　

上 
（研修の実施・受

講） 
 
・指導員相互の協力

と主任を中心とし

たチームづくり 
（報連相、共通理

解、認め合い・励

まし合い） 
 
・保育の取組目標の　

共有化 
（心構え、合言葉）

 
・子どもに関する情

報の適切な扱い 
（健康・発達面等の　

情報の確認と日々　

の情報交換、個人　

情報の保護） 
 
・家庭の子育てへの　

支援 
（保護者の思いや

願いをくみ取る努

力） 
 
・家庭の理解を得る　

説明・情報提供 
（通信、説明会、面　

談、電話、各種イ　

ベントの工夫）
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所在地

電話番号

花の木小学校内（上町二丁目21番37号）

22‐8333

花の木小学校内（上町二丁目21番37号）

24-8583

西小学校内（金室町9番46号）

23-5792

西小学校内（金室町9番46号）

24-2780

秩父第一小学校内（上宮地町36番11号）

23-3900

影森福祉交流センター内（上影森759番地2)

25-2230

影森公民館内（下影森184番地）

24-8773

高篠小学校内（山田2619番地）

22-5715

高篠小学校内（山田2619番地）

24‐5735

南小学校内（野坂町二丁目14番29号）

25-0287

尾田蒔小学校内（寺尾2375番地）

24-7521

久那小学校内（久那2183番地1）

23-0033

大田小学校内（太田1661番地）

62-3956

吉田小学校内（下吉田3833番地）

77-2777

荒川東小学校内（荒川上田野1755番地）

54-1120

740 671 91

R8.5.1現在

学童保育室合計

学童保育室一覧表

No 施設名 定員 在籍数 指導員数

1-1 花の木第1学童保育室 60 63 8

1-2 花の木第2学童保育室 40 39 5

2-1 西第1学童保育室 60 66 7

2-2 西第2学童保育室 40 40 6

3 宮地学童保育室 50 59 7

4 影森学童保育室 50 50 5

5 ぶこう学童保育室 50 62 8

6-1 高篠第1学童保育室 60 50 7

6-2 高篠第2学童保育室 40 37 4

7 南学童保育室 60 64 7

8 尾田蒔学童保育室 50 52 7

9 久那学童保育室 30 15 4

10 大田学童保育室 30 22 5

11 吉田学童保育室 70 44 7

12 荒川学童保育室 50 8 4

　27



秩父市コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度） 
 
１　コミュニティ・スクールとは？ 
　学校運営協議会制度に基づき、「学校運営協議会」を設置している学校を「コミュニティ・スク

ール」と呼びます。 

　秩父市では、平成３０年度に市内すべての小・中学校がコミュニティ・スクールを導入しまし

た。 

　コミュニティ・スクールは、学校運営の課題に対して広く保護者や地域の皆様が参画できる仕

組みです。子どもの教育に対する課題や目標を共有することで、学校を支援する取り組みが充実

するとともに、関わる全ての人に様々な魅力が広がっていくと考えられます。 

 
２　コミュニティ・スクールと「地域とともにある学校」づくり 

　これからの地域を担う子どもたちを育てていくために、学校は「地域とともにある学校」とし

て、地域の皆様と様々な活動を協働して取り組んでいます。 

　また、学校を地域のコミュニティづくりの中心として位置づけ、子どもと大人がともに学べる

環境を作って行くことが求められています。これらの役割を担っているのが、コミュニティ･スク

ールです。 

 
３　学校運営協議会の委員と運営 
　コミュニティ・スクールの中心となる学校運営協議会は、保護者、地域住民、校長、学識経験

者などから、秩父市教育委員会が任命した、１２人以内の委員から構成されます。委員の任期は

２年とし、再任が可能です。会議は、定例の会議が年に３回程度行われ、公開を原則としていま

す。地域の皆様の様々な意見を取り上げながら、コミュニティ・スクールを推進していきます。 

 

 

 

 

 

 
学校運営や必要な 

支援に関する協議 

　(年に３回程度実施) 

 
学校運営協議会 

協議会の設置 

委員の任命 
学校運営の 

基本方針 学校運営に関する意見 

熟議 

 教職員の任用に関する意見 学校運営・ 

教育活動 
熟

議 

説

明 
意

見 

意見 

埼玉県 

教育委員会
家庭・地域の皆様

承認

 説明 

 説明 

コミュニティ・スクール

校長

秩父市 

教育委員会

コミュニティ・スクールの全体図 
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秩父市教育研究所 

 

所在地 

教育研究所事務局　秩父市熊木町 8番 15号（歴史文化伝承館 2階） 

電話 0494-22-2446　FAX 0494-23-9294  

教育相談室　　　　秩父市阿保町 9番 28号（秩父市立下郷児童館 2階） 

　　　　　　　　　　電話 0494-26-6321　FAX 0494-26-6323 

　　　　　　　　　   

　　　　　　　　　　 

 

1　基本方針 

秩父市教育研究所は、教育に関する基本的調査並びに教育の理論と実践に関する研究

と教育関係職員の研修を行うことを目的として、平成 17 年 4 月 1 日に設置された。 
秩父市教育の現状と課題を踏まえ、21世紀に生きる子ども一人一人の可能性を最大限

に伸長し、秩父市の未来を担う人材を育成するための教育研究を「秩父市学校教育推進

プラン」に基づき推進する。教育研究所条例では、次のような業務が規定されている。 
(1) 教育に関する専門的、技術的事項の調査研究に関すること。 
(2) 教育関係職員の研修に関すること。 
(3) 教育相談に関すること。 
(4) 教育に関する資料の収集及び提供に関すること。 
(5) その他教育の充実と振興を図るために必要な事項。 

 

2　組織構成 

　　秩父市教育研究所条例及び同条例施行規則に基づき、所要の職員が配置されている。

本年度は、主任指導主事を兼務する所長のほか、学校教育課を兼務する主任指導主事 1
名、指導主事 5 名、主任 1 名の合計 8名で構成されている。互いに連携を図りながら、

学校等への指導業務に当たっている。 

　　このほか、教育研究所内に、秩父市教育相談室が設置され、6名の教育相談員が児童生

徒や保護者への教育相談及び教育支援センター（ひまわり教室）に通級する児童生徒の

指導に当たっている。また、埼玉県スクールソーシャルワーカー1名、秩父市スクールソ

ーシャルワーカー6名（教育相談員と兼務）及び臨床心理士 1名を配置し、児童生徒や保

護者の支援に向けて環境をより改善できるよう、関連機関との連携を図っている。 

3　事業内容 

(1)学校訪問等による指導 

 

 

 

 

 番号 事業名等 概　　　　　　　要

 

１

各種学校訪問によ

る学校支援

・時期や目的等により、各学校からの要請に基づき学校 
を訪問し、学級経営や生徒指導、授業改善、指導力向 
上等学校の課題解決に向けた取組を支援する。
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ア　北部教育事務所秩父支所と連携した学校訪問 

　　埼玉県教育局北部教育事務所秩父支所教育支援担当・学力向上推進担当と連携し、

教育課程（学習指導・教育計画等）、学校経営等に関する指導・支援を実施する。 

 

イ　学校からの要請による指導訪問 

　　小・中学校からの要請に基づき、各領域、各教科、特別の教科道徳、特別活動、

外国語活動、総合的な学習の時間、並びに校内研修テーマに基づく研究・実践への

指導・支援を実施する。 

 

ウ　研究指定校・委嘱校等支援 

　　研究指定校・委嘱校としての研究に対して、学校等の要請に応じて指導・支援を

実施する。 

 

エ　学力向上に係る指導主事による訪問指導 

　　指導主事が授業を参観し、学力向上の観点から授業改善への指導・助言、支援等

を実施する。 

 

(2)研修会・講座等の開催 

ア　教師力向上研修会 

 
イ　授業づくり研修講座 

 
ウ　個を大切にする研修講座 

 番号 事業名等 概　　　　　　　要

 

２

生徒指導育成プロ

グラム研修会

・・小・中学校の教員を対象に、様々な活動や学習方法の

体験型の研修を実施し、子どもを健全に育成するため

のプログラムの習得を目指す。

 番号 事業名等 概　　　　　　　要

 

３

外国語指導助手

（ALT）担当者連

絡会議

・外国語指導助手（ALT）の各小・中学校、保育所、認

定こども園における活動及び活動状況について、実践

研修及び情報交換等を行うことにより、ALT のより

一層の効果的な活用の充実を図る。

 

４

ALT との外国語授

業に関する教員研

修会

・ALT 派遣会社教員研修担当及びトレーナーALT を講

師として、小・中学校において外国語授業を担当して

いる教員、市内勤務 ALT を対象に ALT との授業の進

め方等について演習・協議を行うことにより、授業に

おける ALT の効果的な活用、指導の充実を図る。

 

５

授業改善事業 ・主に若手教員の授業力向上を目的とした授業研究会に

向け、指導案の検討や研究協議に主体的に関わり市内

全体の学力向上、授業改善等の取組を推進する。

 番号 事業名等 概　　　　　　　要

 

６

生徒指導・教育相

談中級研修会

・生徒指導・教育相談の推進者として必要な理論・技法、

態度等を習得し、生徒指導の組織と活動の充実に積極

的に寄与できる実践力の向上を図る。
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エ　チャレンジスクール事業 

 
オ　英語土曜学習事業 

 
カ　地域教育力活用モデル事業 

 
キ　初任者研修・経験者研修 

 
(3)推進委員会の開催 

ア　学力向上推進委員会 
○　組　　織　　委員長（校長）、主幹教諭、教務主任、研究主任等 

　　○　主な活動　　各学校の学力の課題を明確にし、指導方法の工夫改善を図る。 
　　　　　　　　　　学校研究課題や校内研修、各種学校訪問や調査の分析と活用を

関連づけ、一体的な取組の推進を図る。　 
                    学校間の連携、委員会と教科研究委員の連携を強化し、各学校

への支援や情報提供、情報共有の機会の充実を図る。 
　　○　実施回数　　年間 3回 

 

 

７

さわやか相談員研

修会

・さわやか相談員と学校職員・家庭・関係機関との連携

の進め方や具体的な事例について協議し、さわやか相

談員の資質の向上を図る。

 番号 事業名等 概　　　　　　　要

 

８

「理科大好き」講

座

・理科を苦手とする児童が増える中で、小学生が、実際

に実験や体験をすることにより、理科の本質や魅力に

迫り、「理科大好き人間」を育成する。

 番号 事業名等 概　　　　　　　要

 

９

英語土曜学習 
～秩父市イングリ

ッシュフェスタ～

・授業で習得した英語の基礎知識を活用し、英語の思

考力・判断力・表現力の向上を図り、状況や場面に

応じて、英語をツールとして使える人材を育成する。

また、ALT との交流を通じて、異なる文化や価値観

に触れ、多様性を尊重する姿勢を育む。

 番号 事業名等 概　　　　　　　要

 

１０

チチブアフター 
スクールスタディ 
～夜勉～

・英検ナイトスクール～夜勉～として地域人材を活用

しながら秩父市の子どもたちの英語学習の充実を図

り、秩父市内の小・中学生の英語力の底上げを図る。

 

１１

緑化活動推進事業

緑の少年団活動

・市内小中学校において「活樹」教育（緑と親しみ、

緑を愛し、緑を守り育てる活動「伐って、使って、

植えて、育てる」）を推進する。

 番号 事業名等 概　　　　　　　要

 

１２

初任者研修施設体

験研修

・新規採用教職員を対象に、現職研修の一環として、県

教委と連携して実施する。市内の施設やジオパーク等

における体験研修を通して、実践的指導力と使命感を

養うとともに幅広い知見を得させる。
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